Rearch on Ship Steering and Maneuvering Qualities by エダ, ハルゾウ & 江田, 治三
Osaka University















え だ はる ぞう
工学博士
第 623 号
昭和 40 年 3 月 1 日
学位規則第 5 条第 2 項該当










































































受ける強制力については，船の動揺解析に最近よく用いられる Srip Method を拡張適用する方法を考
案し，第 2 章の流体力を波浪中にも適用し得るものと仮定しているO 計算の結果は同一模型船につい
て行なわれた Lewis と Numataによる斜波中の観測結果とよく一致し，この理論の妥当性を示してい
る。
結論では前章までに得られた結果の主なものを総括して述べている。
船舶の操縦性に関する研究はまだ歴史が浅く，未開拓の面が極めて多い。本論文における自由航走
模型の実験は商船の代表的な各種船型について行なわれているから，従来専ら実在船の成績に頼って
きた船舶設計の実務家にとって非常に有益な資料であるO
しかし，本論文の主要価値はむしろ曳航模型による流体力の計測とそれに続く諸計算にある。普通
の旋回運動とは全く別の実験から流体力の諸係数を求め，これを用いた運動方程式の解が実際の旋回
運動をよく記述し得ることを確認した後，更にその応用にまで及んでよい一致を示したことは，一見
当然のことのようであるが実は重要な功績である。上記のようにまだ，研究の歴史が浅い分野である
ため，このような基本的な確認さえ満足に行なわれた例はなく，本研究により始めて広範囲な検討が
なされたと言ってもよし、。また，限られた船型ではあるが，得られた流体力の値は，従来その概略値さ
え，はっきりしていなかったことを思うと極めて有益なもので，自動操舵機の設計などに対し重要な
指針となるであろう。
以上のように，本論文は船舶の工学ならびに工業上貴重な資料を提供したもので，博士論文として
の価値あるものと認める。
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